
八
年
）
に
合
わ
せ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
ア
ー

ト
「
サ
バ
ン
ナ
の
現
代
絵
画　

テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン

ガ
の
不
思
議
な
世
界
」
を
講
堂
ホ
ワ
イ
エ
で
展

示
し
た
（
七
三
点
）。
観
覧
者
の
人
気
が
集
ま
っ

た
の
は
動
物
画
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
象
、
ラ
イ
オ
ン
、

シ
マ
ウ
マ
、
鳥
（
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
）
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
描
い
た
も
の
で
、
創
始
者
の
エ
ド
ゥ
ワ
ジ
・

テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
（
一
九
三
二
〜
七
二
年
）
の
伝

統
に
沿
っ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

し
か
し
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
で

「
シ
ェ
タ
ニ
」
と
い
う
精
霊
や
化
け
物
が
出
現
す

る
昔
話
の
世
界
を
描
く
作
品
も
確
実
に
増
え
て

い
っ
た
。
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
が
タ
ン
ザ
ニ
ア

を
代
表
す
る
芸
術
家
、ジ
ョ
ー
ジ
･
リ
ラ
ン
ガ（
一

九
三
四
〜
二
〇
〇
五
年
）
の
絵
画
で
あ
る
。
彼
は

民
話
に
基
づ
い
た
「
シ
ェ
タ
ニ
」
に
想
像
力
を
ふ

く
ら
ま
せ
、
ま
る
で
人
間
み
た
い
に
生
活
し
て
い

な
が
ら
、
人
間
に
は
あ
り
え
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
姿
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
テ
ィ

ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
派
か
ら
も
、
そ
の
発
想
を
み
な

ら
っ
て
「
シ
ェ
タ
ニ
」
を
描
く
も
の
が
出
て
き
た

の
で
あ
る
。
右
に
掲
げ
た
「
ワ
ニ
と
妖
怪
」
と

名
付
け
た
ア
ー
ト
は
、
ワ
ニ
と
い
っ
て
も
、
尻
尾

に
子
ど
も
の
妖
怪
の
頭
が
つ
い
て
い
る
。
妖
怪
は

男
で
、
頭
か
ら
左
右
に
角
が
の
び
て
い
て
、
そ
の

先
に
も
顔
が
あ
り
、
ま
た
背
中
に
は
羽
根
が
つ

い
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
発
想
が
出
て
く
る

の
だ
ろ
う
。

も
う
一
枚
は
、
妖
怪
が
出
現
し
た
の
で
、
三

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
「
テ
ィ
ン
ガ

テ
ィ
ン
ガ
」
は
、
近
年
、
日
本
で
も
目
に
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
思
い
起
こ
す
と
、
一
九
六

〇
年
代
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
南
部
マ
ク
ア
人
か
ら
突

如
広
が
っ
た
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
が
、
日
本
で
も
一
般

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
白し
ら

石い
し

顕け
ん

二じ

、

山や
ま

本も
と

富ふ

美み

子こ

の
絵
画
本
『
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
』

（
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）
か
ら
で
、
動
物
、
鳥
、

生
活
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ジ
ャ
ン
ル
別
に
一
四
六
点

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
中
心
作
家
で
あ
っ

た
ジ
ャ
フ
ァ
リ
ー
・
ア
ウ
シ
等
を
「
色
彩
の
魔
術

師
」
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
た
『
テ
ィ
ン
ガ

テ
ィ
ン
ガ
Ⅱ
』（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）
が
八
八

点
の
ア
ー
ト
を
紹
介
し
、
彼
ら
は
日
本
で
も
人

気
作
家
に
な
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
、民
博
で
も
、テ
ィ

ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
一
〇
三
点
を
収
集
し
た
。

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
広
が
っ
た
大
衆
文
化
を
テ
ー
マ
と
し

た
芸
術
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
芸

術
運
動
と
し
て
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
に
お
い
て
、
ア

ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
な
ど
の
個
人
の
作
家
が
ブ

ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ

ン
ガ
は
誰
も
が
助
け
合
っ
て
作
品
を
描
い
て
い
て
、

作
家
個
人
名
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
。
つ

ま
り
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
の
場
合
は
、
大
衆
芸
術

と
い
う
意
味
で
、
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
よ
ば
れ
る
。

♦
♦
♦
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界
♦
♦
♦

民
博
で
も
、
開
館
二
〇
周
年
（
一
九
九
七
〜
九

人
の
女
性
が
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
う
ち

二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
首
を
つ
か
ま
れ
て
い
る
。
妖

怪
の
頭
に
は
角
が
あ
り
、
口
を
大
き
く
開
い
て

舌
な
め
ず
り
を
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
開
い
た
股
間
か
ら
陰
茎
が
蛇
と
な
っ
て
立

ち
上
が
っ
て
い
る
。
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
化
け

物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
で
い
え
ば
、
動
物

た
ち
の
遊
び
を
擬
人
化
し
、
滑
稽
に
描
く
「
鳥
ち
ょ
う

獣じ
ゅ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

戯ぎ

画が

」
に
一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

現
代
で
は
水
木
し
げ
る
の
マ
ン
ガ
『
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
』
の
世
界
の
ア
フ
リ
カ
版
と
も
い
え
そ

う
だ
。

♦
♦
♦
大
衆
芸
術
に
生
き
る
妖
怪
♦
♦
♦

た
だ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
貧
し
い
国
で
、
基
本

的
に
は
安
い
六
色
の
エ
ナ
メ
ル
ペ
イ
ン
ト
と
天
井

用
の
ボ
ー
ド
（
裏
面
に
布
）
を
利
用
し
て
作
品
を

制
作
し
て
い
た
。
観
光
客
相
手
に
路
上
で
売
る

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
現
在
で
も
、
巧
拙
を

無
視
し
て
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
派
の
絵
を
描
い

て
生
計
を
立
て
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

ゆ
え
に
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
工
房
に
弟
子
入

り
す
る
若
者
が
多
い
。
日
本
か
ら
も
一
年
間
、

身
を
も
っ
て
こ
の
画
法
を
学
ぶ
た
め
に
渡
航
し
、

帰
国
後
、
関
西
を
中
心
に
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
人
も
出
て
き

た
。
今
ま
で
は
、
動
植
物
も
の
が
主
だ
っ
た
が
、

い
つ
か
妖
怪
画
に
も
手
を
の
ば
す
か
も
し
れ
な

い
。

想像界の生物相

ティンガティンガの妖怪
民博 名誉教授 和

わ
田
だ

 正
しょう
平
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